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平成$#年（2007 年）!月"日（日曜日）

入
社
式
で
靴
磨
き

一
心
不
乱
に
靴
磨
き
に
取
り
組
む
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
の
若
者
た
ち
。
実

は
こ
れ
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
靴
用
品
メ
ー
カ
ー
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
」（
東

京
都
台
東
区
）
の
入
社
式
の
ひ
と
こ
ま
。
新
入
社
員
が
先
輩
社
員
の
靴

を
磨
く
こ
と
で
、
社
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
と
と
も
に
、
先
輩
た

ち
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
狙
い
。
今
年
で
三
十
七
回
目
と
い

う
同
社
の
「
伝
統
行
事
」
で
、
先
輩
社
員
か
ら
磨
き
方
を
伝
授
さ
れ
た

十
四
人
の
新
入
社
員
た
ち
は
、緊
張
し
た
面
持
ち
で
靴
磨
き
に
臨
ん
だ
。

http://www.worldtimes.co.jp

首都圏のページ

東東
京京
都都
知知
事事
選選

五
輪
招
致

二
〇
一
六
年
東
京
五
輪
の
招
致

を
最
大
の
公
約
に
掲
げ
る
の
は
現

職
の
石
原
慎
太
郎
氏
。
「
若
い
人

に
夢
を
見
さ
せ
た
い
。
五
輪
、
や

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
呼
び
掛
け

る
石
原
氏
は
、
招
致
活
動
と
関
連

し
て
、
滞
っ
て
い
る
三
環
状
道
路

の
整
備
な
ど
都
市
開
発
も
進
め

る
、
と
訴
え
た
。

一
方
、
石
原
氏
以
外
の
主
要
候

補
者
は
五
輪
招
致
に
つ
い
て
反
対

の
立
場
を
取
る
。

出
馬
当
初
、
五
輪
招
致
に
つ
い

て
「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
」
と

し
て
い
た
浅
野
史
郎
氏
は「
多
く

の
都
民
の
声
を
聞
い
た
が
、『
ぜ
ひ

や
っ
て
く
だ
さ
い
』と
い
う
人
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
」と
強
調
。中

盤
戦
以
降
、「
五
輪
招
致
を
や
め

る
」と
す
る
公
約
を
打
ち
出
し
た
。

吉
田
万
三
氏
は
「
五
輪
計
画
は

白
紙
」を
掲
げ
る
。黒
川
紀
章
氏
は

「
五
輪
招
致
の
中
止
。
代
わ
り

に
、
障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に

参
加
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
や
ろ
う
」
と
訴

え
た
。情

報
公
開

情
報
公
開
の
目
安
に
さ
れ
る
全

国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議

が
公
表
す
る
「
情
報
公
開
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」。東
京
都
は
、
十
年
連
続

で
失
格
に
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
知
事
時
代
に
情
報
公
開

を
売
り
に
し
て
き
た
浅
野
氏
は
そ

こ
を
突
い
た
。
「
情
報
公
開
は
世

の
中
の
常
識
」
と
、
街
頭
演
説
で

は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
こ

の
得
意
分
野
を
有
権
者
に
訴
え

た
。
「
情
報
公
開
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
二
年
以
内
に
ト
ッ
プ
３
入

り
」
を
目
標
に
掲
げ
る
。

石
原
氏
は
「
分
か
り
や
す
く
し

た
方
が
い
い
」
と
一
定
の
情
報
公

開
に
意
欲
を
見
せ
る
。
し
か
し
、

「
公
開
に
は
限
度
が
あ
る
。
宮
城

県
で
『
警
察
の
調
査
経
費
を
開
示

し
ろ
』
と
言
っ
た
ら
、
検
挙
率
が

下
が
っ
た
」
と
、
す
べ
て
の
公
開

に
は
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
。

暮
ら
し
と
治
安

「
私
の
本
籍
地
は
福
祉
」。こ
れ

は
浅
野
氏
が
街
頭
演
説
の
決
め
ゼ

リ
フ
に
し
て
い
る
一
つ
。
発
表
し

た
「
す
ぐ
に
取
り
組
む
三
つ
の
緊

急
課
題
」
の
中
で
は
、
福
祉
を
一

番
の
優
先
課
題

と
し
た
。
震
災

対
策
も
重
要
政

策
と
し
て
同
時

に
掲
げ
る
。

吉
田
氏
の
福

祉
対
策
は
「
妊

婦
健
診
と
出
産

費
用
の
無
料
化
の
実
施
」。「
新
た

な
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
」
も

視
野
に
入
れ
る
。

石
原
氏
は
都
民
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
「
都
民
の
目
線
に
よ
る
医
療

と
福
祉
を
進
め
る
」
と
説
明
。
同

時
に
、
空
き
交
番
の
解
消
な
ど
治

安
対
策
を
積
極
的
に
行
い
「
世
界

一
安
心
・
安
全
な
首
都
東
京
」
を

目
指
す
。

都
の
将
来
像

石
原
氏
は
昨
年
末
に
発
表
し
た

「
十
年
後
の
東
京
」
を
都
市
計
画

の
中
心
に
据
え
る
。
他
の
首
都
圏

知
事
と
と
も
に
協
力
体
制
を
築
き

な
が
ら
、
政
策
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
考
え
だ
。
ま
た
、
実
績
を
出

し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
排
ガ
ス
規
制

を
「
二
酸
化
炭
素
の

削
減
施
策
に
拡
大
さ

せ
る
」意
向
を
示
す

な
ど
、東
京
の
近
未

来
像
を
提
示
す
る
。

浅
野
氏
は
「
高
齢

化
社
会
が
進
む
東
京

の
中
で
、
孤
独
死
は

さ
せ
な
い
」
と
述

べ
、「
安
心
し
て
、
地

域
の
中
で
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が
ら
生
き

て
い
け
る
東
京
」
の

実
現
を
目
指
す
。さ
ら
に「
震
災
で

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
東
京
」
に
す

る
た
め
、「
四
年
以
内
に
住
宅
の
耐

震
化
率
を
８５
％
」を
公
約
す
る
。

吉
田
氏
は
「
福
祉
充
実
・
く
ら

し
の
安
全
を
最
優
先
に
し
た
都
政

を
作
る
」
と
訴
え
た
。
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
総
事
業
費
約
五
千

億
円
は
「
大
型
開
発
を
や
め
た
財

源
を
充
て
る
」。

黒
川
氏
は
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
の
強
化
の
た
め
に
「
首

都
機
能
の
一
部
移
転
」
を
実
現
。

新
銀
行
東
京
、
都
庁
舎
、
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
民
間
に
売
却
す
る
。

神神
奈奈
川川
県県
知知
事事
選選

財
政
問
題

県
財
政
に
つ
い
て
、
杉
野
正
氏

は
「
こ
の
四
年
間
で
五
千
三
百
億

円
も
借
金
が
増
え
、
総
額
二
兆
九

千
億
円
に
迫
る
壊
滅
的
赤
字
に
な

っ
て
い
る
」
と
批
判
。
民
間
手
法

を
取
り
入
れ
た
県
庁
の
解
体
と
再

生
、
知
事
な
ど
特
別
職
の
退
職
金

の
廃
止
を
訴
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
現
職
の
松
沢
成

文
氏
は
「
県
債
は
適
当
な
量
で
キ

ー
プ
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
反

論
。
そ
の
上
で
「
県
職
員
を
千
五

百
人
削
減
し
、
人
件
費
を
千
百
六

十
一
億
円
抑
制
し
た
。
一
人
当
た

り
の
県
債
残
高
の
少
な
さ
は
日
本

一
」
と
、実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

鴨
居
洋
子
氏
は
「
大
型
公
共
事

業
を
見
直
し
、
福
祉
、
医
療
、
教

育
を
優
先
さ
せ
る
」と
強
調
し
た
。

教
育
問
題

松
沢
氏
は
、
い
じ
め
や
不
登
校

の
背
景
と
し
て
「
社
会
性
、
公
共

心
、
思
い
や
り
を
は
ぐ
く
む
教
育

を
受
け
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
」

と
の
認
識
を
示
し
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や

専
門
家
に
よ
る
緊
急
対
策
チ
ー
ム

の
創
設
、
社
会
奉
仕
活
動
や
あ
い

さ
つ
運
動
の
推
進
を
訴
え
る
。

杉
野
氏
は
「
校
内
暴
力
、
不
登

校
、
い
じ
め
が
こ
の
四
年
間
で
四

十
七
都
道
府
県
の
う
ち
最
悪
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
指

摘
。
学
校
に
社
会
人
千
人
を
登
用

す
る
こ
と
や
、
い
じ
め
対
策
を
検

討
す
る
専
門
家
集
団
の
起
用
を
公

約
す
る
。

鴨
居
氏
は
、「
過
度
な
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
」と
主
張
。学

校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
や
三
十

人
以
下
学
級
の
実
現
を
訴
え
る
。

産
業
振
興
策

松
沢
氏
は
、
県
内
に
工
場
や
研

究
所
を
建
て
る
企
業
に
約
七
百
億

円
を
助
成
す
る
企
業
誘
致
策
「
イ

ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」
に
つ
い
て
、

「
八
十
四
社
の
新
し
い
投
資
を
呼

ん
で
き
た
。
研
究
開
発
機
能
の
集

積
を
進
め
、
中
小
企
業
に
技
術
移

転
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
神
奈
川

全
体
の
経
済
が
浮
上
し
て
く
る
」

と
成
果
を
強
調
し
た
。

杉
野
氏
は
「
県
内
企
業
の
開
業

率
は
廃
業
率
を
下
回
る
。
（
全
企

業
の
）
９８
・
１
％
を
占
め
る
中
小

企
業
を
活
性
化
し
な
い
か
ぎ
り
、

産
業
は
活
性
化
し
な
い
」
と
指

摘
。
無
利
子
、
無
担
保
、
赤
字
で

も
供
給
で
き
る
資
金
を
設
置
し
、

開
業
率
の
向
上
を
目
指
す
。

鴨
居
氏
は
、
「
補
助
金
の
額
と

し
て
は
１
０
０
％
近
く
が
大
企
業

に
注
が
れ
て
い
る
。
思
い
や
る
先

が
違
う
」
と
批
判
。
「
空
前
の
利

益
を
上
げ
て
い
る
大
企
業
か
ら
応

分
の
負
担
を
い
た
だ
く
べ
き
」
と

訴
え
た
。

統
一
地
方
選
の
前
半
戦
と
な
る
各
知
事
選
は
八
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
る
。
東

京
都
知
事
選
と
神
奈
川
県
知
事
選
の
各
候
補
者
は
選
挙
運
動
最
終
日
と
な
っ
た
七

日
、
目
指
す
首
都
圏
の
未
来
像
な
ど
を
有
権
者
に
訴
え
た
。
東
京
と
神
奈
川
の
有

権
者
は
今
後
四
年
間
、
行
政
の
牽
引
（
け
ん
い
ん
）
役
を
誰
に
託
す
の
か
。
実
績

を
評
価
し
、現
職
か
、そ
れ
と
も
新
し
い
風
を
求
め
て
、新
人
を
選
ぶ
の
か
。主
な
課

題
に
対
す
る
主
要
候
補
の
主
張
を
ま
と
め
た
。

（
岩
城
喜
之
、
山
崎
洋
介
）

継継続続かか刷刷新新かか、、有有権権者者のの選選択択はは？？ 東東
京京
、、神神
奈奈
川川
のの
牽牽
引引
役役
きき
ょょ
うう
決決
定定

五
日
午
後
零
時
四
十
分
ご

ろ
、
東
京
都
江
東
区
塩
浜
の

無
職
五
十
嵐
成
光
さ
ん（
７３
）

方
か
ら
出
火
し
、
計
八
棟
約

四
百
五
十
平
方
㍍
を
焼
い

た
。
深
川
消
防
署
の
鈴
木
文

男
副
士
長（
５０
）が
消
火
作
業

中
に
具
合
が
悪
く
な
り
、
搬

送
先
の
病
院
で
死
亡
。
五
十

嵐
さ
ん
が
全
身
や
け
ど
の
重

傷
で
、
住
民
一
人
が
軽
傷
を

負
っ
た
。

警
視
庁
深
川
署
は
、
鈴
木

副
士
長
の
死
因
と
火
災
の
関

係
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。

東
京
消
防
庁
に
よ
る
と
、

鈴
木
副
士
長
は
午
後
二
時
四

十
分
ご
ろ
、
別
の
隊
員
と
と

も
に
消
火
を
確
か
め
る
残
火

処
理
中
、
放
水
ホ
ー
ス
を
持

っ
た
ま
ま
低
い
姿
勢
で
動
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
が
見
つ

か
っ
た
。
呼
び
掛
け
て
も
応

答
が
な
く
、
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
で
蘇
生

（
そ
せ
い
）
を
図
っ
た
が
、

心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た
状
態

だ
っ
た
と
い
う
。

五
輪
誘
致
が
公
約
の
石
原
氏

浅
野
氏
は
福
祉
を
最
優
先
に

消
火
中
の
消
防
士
死
亡

ホ
ー
ス
持
っ
た
ま
ま
動
か
ず

候補者の最後の訴えを聞く有権者。今後の都政を誰に
託すか＝７日夜、東京・新宿駅西口

東
京
都
日
野
市
は
、
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
、
納
税
証
明
書
、
印
鑑

証
明
と
い
っ
た
証
明
書
が
自
宅
か

ら
半
径
一
㌔
㍍
の
範
囲
内
で
取
得

で
き
る
よ
う
、
市
内
の
特
定
郵
便

局
に
専
用
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

設
置
す
る
の
は
、
市
内
に
あ
る

特
定
郵
便
局
の
う
ち
の
九
カ
所
。

利
用
者
が
郵
便
局
窓
口
で
申
請
す

れ
ば
、
本
人
確
認
後
、
局
員
が
申

請
書
を
市
役
所
に
送
信
し
、
市
職

員
が
端
末
を
操
作
し
て
証
明
書
を

発
行
す
る
仕
組
み
。
市
は
一
回
の

申
請
に
つ
い
て
百
六
十
八
円
の
手

数
料
を
郵
便
局
側
に
支
払
う
。

財
政
で
実
績
強
調
の
松
沢
氏

杉
野
氏
は
赤
字
解
消
目
指
す

東京・
江東区

三
月
に
行
わ
れ
た
公
立
学

校
の
卒
業
式
で
、
国
旗
に
向

か
っ
て
の
起
立
と
君
が
代
斉

唱
を
し
な
か
っ
た
り
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
を
拒
否
し
た
り
し
た

と
し
て
、
東
京
都
教
育
委
員

会
は
、
教
員
三
十
五
人
を
地

方
公
務
員
法
に
基
づ
く
停
職

や
減
給
な
ど
の
懲
戒
処
分
に

し
た
。

国
旗
へ
の
起
立
と
国
歌
斉

唱
を
教
職
員
に
義
務
付
け
た

都
教
委
の
二
○
○
三
年
の
通

達
後
、
三
百
人
以
上
が
処
分

さ
れ
て
い
る
。

国
旗
に
不
起
立
な
ど

都
教
委

教
員
３５
人
を

懲
戒
処
分

自宅１㌔圏内で
証 明 書 取 得

東
京
・

日
野
市

知知事事選選立立候候補補者者一一覧覧
東東 京京

山山口口 節節生生５５７７不不動動産産鑑鑑定定士士 諸諸新新
吉吉田田 万万三三５５９９元元足足立立区区長長 無無新新

（（共共））
外外山山 恒恒一一３３６６路路上上演演奏奏家家 無無新新
石石原原慎慎太太郎郎７７４４知知事事 無無現現"
浅浅野野 史史郎郎５５９９元元宮宮城城県県知知事事 無無新新
黒黒川川 紀紀章章７７３３建建築築家家 諸諸新新
ドドククタターー・・中中松松

７７８８発発明明家家 無無新新
高高橋橋 満満６６１１運運転転手手 無無新新
佐佐々々木木崇崇徳徳６６４４元元警警察察官官 無無新新
桜桜 金金造造５５００タタレレンントト 無無新新
高高島島 龍龍峰峰７７１１易易学学者者 無無新新
内内川川久久美美子子４４９９風風水水研研究究家家 無無新新
鞠鞠子子公公一一郎郎３３３３元元会会社社員員 無無新新
雄雄上上 統統６６５５作作家家 無無新新

神神奈奈川川
鴨鴨居居 洋洋子子６６２２市市民民団団体体代代表表 無無新新

（（共共））
杉杉野野 正正４４８８元元会会社社社社長長 無無新新
松松沢沢 成成文文４４９９知知事事 無無現現!
【【注注】】氏氏名名のの並並びびはは届届けけ出出順順。。左左かか
らら、、氏氏名名、、投投票票日日現現在在のの満満年年齢齢、、代代表表
的的肩肩書書、、所所属属党党派派、、新新旧旧。。○○数数字字はは当当
選選回回数数。。党党派派はは、、諸諸＝＝諸諸派派、、無無＝＝無無
所所属属。。（（ ））内内はは推推薦薦・・支支持持政政党党。。

▼
さ
く
ら
草
ま
つ
り

４
月

９
日
（
月
）
〜
２３
日
（
月
）、

東
京
都
北
区
の
浮
間
桜
草
圃

（
ほ
）
場
で
。
地
元
の
桜
草

保
存
会
の
人
た
ち
が
栽
培
し

た
か
れ
ん
な
桜
草
が
浮
間
ヶ

原
の
会
場
一
面
に
咲
き
そ
ろ

う
（
写
真
）。期
間
中
は
桜
草

の
栽
培
指
導
も
あ
る
。
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
最

終
日
は
４
時
ま
で
）。問
い
合

わ
せ＝

同
区
産
業
振
興
課
、

（
電
）
０
３
（
５
３
９
０
）

１
２
３
４
〜
５
。

▼
宗
教
新
聞
講
演
会
「
セ
カ

ン
ド

チ
ャ
ン
ス
」（
誰
だ
っ

て
人
生
や
り
な
お
せ
る
）

４
月
２０
日
（
金
）
午
後
１
時

３０
分
開
場
、
同
２
時
〜
同
４

時
３０
分
、
東
京
・
麹
町
の
ス

ク
ワ
ー
ル
麹
町
３
Ｆ
錦
の
間

で
。
講
師
／
鈴
木
啓
之
・
シ

ロ
ア
ム
キ
リ
ス
ト
教
会
牧

師
。
鈴
木
牧
師
は
映
画
「
親

分
は
イ
エ
ス
様
」
の
主
人
公

の
モ
デ
ル
。
現
在
、
元
ヤ
ク

ザ
の
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
た

伝
道
集
団
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
バ

ラ
バ
」
の
代
表
、
塾
!
時
代

遅
れ
"
の
専
任
講
師
、
ふ
る

さ
と
・
志
絆
塾
（
し
は
ん
じ

ゅ
く
）
の
塾
長
、
シ
ロ
ア
ム

キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
と
し

て
働
き
、
国
内
外
を
問
わ
ず

青
少
年
育
成
の
た
め
の
活
動

に
従
事
し
、
企
業
や
学
校
・

諸
団
体
で
の
講
演
活
動
や
メ

デ
ィ
ア
で
の
コ
メ
ン
テ
ー

ト
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の

働
き
を
展
開
し
て
い
る
。
会

費
２
０
０
０
円
（
本
紙
購
読

者
１
０
０
０
円
、
に
っ
ぽ
ん

文
明
研
究
所
優
待
者
１
５
０

０
円
）。申
し
込
み＝

氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
４
月
１５
日
（
日
）
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
宗
教
新
聞
社
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８

２
、
Ｅ
メ

ー

ルre
lig

io
n

@
sa

g
e
.o

c
n

.n
e
.jp

。
問

い
合
わ
せ＝

同
社
、
（
電
）

０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４

０
。

ま
つ
り

催

し
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（２０）（第３種郵便物認可）
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